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子どもたちの夏休みの思い出となる伊丹ふれあい夏
まつり。コロナ対策を行いながら、食べ物および酒
類の販売も行う『復活開催』で大盛況の２日間に！
みんなの元気を「賑わいと活力で 伊丹を元気に」
につなげ、住民みんなで伊丹の明るい未来を築いて
いきましょう！！

■令和５（２０２３）年11月
■発行 伊丹市自治会連合会
■編集 広報委員会
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【伊丹】 伊丹小学校地区自治協議会

第３２回伊丹ふれあい夏まつり
令和５年７月２９日（土）・３０日（日）

伊丹小学校校庭

【神津】 神津小学校地区自治協議会

神津夏まつり
令和５年８月２６日（土）

神津小学校校庭

終了後の開催関係者での反省会では、４年ぶりに開
催されたが、８０点以上の評価となった。入場者も
５千人超えとの話もあり、大成功であった。
準備段階では、担当者の入れ替わりがあり、４年前
の経験者が少ないために、行きつ戻りつつの議論が
続いた。以前に実施していたことを止めたり、新し
い企画を取り入れたりした。新しい企画は、入場口
にエアーアーチを設置したことである。前日には、
地域の人達が一致協力して、テント設営、櫓の組み
立て、提灯の設置を行った。もちろん、足場の組み
立てや電気配線は専門家に依頼した。テントは１４
張、模擬店は９店の規模となった。そして、いよい
よ当日を迎えた。
最初は、「こままわし」から開始した。続いて厳武
館の子どもたちによる模範演技になった。さらに、
北中吹奏楽部による演奏が始まった。このとき、雨
雲がやって来たが、幸いにほとんど降らなかった。
西の方ではかなり降っている模様であった。雨雲も
我々の熱気で、雨を降らすのを避けたかの様であっ
た。自治協議会阪部隆進会長の開会の挨拶に続いて
藤原保幸市長、戸田龍起市議会議長の来賓挨拶があ
り、盆踊りを開始した。
そして、夕暮れを迎え、主役は花火となった。最後
に、ご協力いただいた方々に感謝します。

市吹奏楽団 北中吹奏楽たそがれコンサート

エアーアーチ いたみ花火大会とのコラボ



【昆陽里】
昆陽里小学校地区自治協議会
会長 矢野 天正

２００８年、土地区画整理事業で松
崎中学校の北側に「昆陽南公園」が
でき、その中に、昆陽里小学校児童
の食育教育として「米作り」を体験
するための水田を作りました。入学
して１・２年生は代掻き、３・４年
生は田植え、５・６年生は稲刈り。
夏休みに案山子作り、そして、１２
月に自分たちで育てたもち米で「餅
つき大会」をして食べて６年生は卒
業します。小学校生活で「米作り」
のすべてを体験
するという貴重
な事業を末永く
続けていきたい
と思います。

【花里】
花里小学校地区自治協議会

副会長 尾西 甲七（おにし こうひち）

花里自治協への係わりは‘９９年に
遡り現在に至ります。 さて、花里
のほこりもん『大どんど祭』です。
今年で３２回目を迎えました。青竹
のやぐらに点火するともの凄い爆裂
音と炎の祭です。
ご浄火で焼き芋を
焼いて、みかんと
頂きます。ぜひ皆
さんも一度花里に
おいで下さい。
一年のいいスター
トを‼

【神津】
※匿名希望

畦道を使って、通った
小学校。その畦道も宅
地になり、小学校も移
転した。スカイパーク
ができ、飛行場周辺が
公園になり、騒音が気にならなく
なった。マンションが建ち、コンビ
ニも３軒あり、クリニックは、２つ
もできた。神津は、飛行場と共に激
変した。中央からは、「川向う」と
言われた元川辺郡神津村がこんな景
色なるとは、６０年前の小学生には、
想像できなかった。

【摂陽】
摂陽小学校地区自治協議会
顧問 常澤 辰晃

やってみなはれ、自治会役員！！
３０数年営業一筋の会社人間。自治
会の存在すら知らず。ある日突然自
治会長に就任。世の中なるようにな
るものである。一年ぐらいすると自
治会運営のノウハウを理解。ミニ運
動会・バス旅行・盆踊り・芋ほり・
もちつき等、子どもの頃に日常的に
田舎でしてきたことを思い出す。第
二の人生のスタートとして、この仕
事は面白い。市役所・警察・消防・
自治連・社協・小中学校・他の自治
会・その他多くの
団体の人達と知り
合うことが出来た。
自治会活動があっ
ての私の得た大き
な大きな財産であ
る。もう少しガン
バッテみるか。

【天神川】
天神川小学校地区自治協議会
会計 原 隆俊

私の地域活動参加のきっかけは、定
年退職後、地域で自治会長を仰せつ
かったことです。そこから、天神川
地区の活動にも関わることになりま
した。当時は、９自治会の集まりで
したが年月の経過とともに各自治会
の会員離れが進み、
現在６自治会へと減
少しています。生活
環境が大きく変わり、
地域・近隣活動への
参加者が減少するな
か、時代に沿った改
革が必要です。

ＪＲ伊丹駅、イオンモール、免許更
新センターそして中央に有岡城跡、
これが現在の私たちの居場所だ。昭
和、平成、令和と地域の役員を引受
け、１５年前には県民交流広場事業
として１，３００万円の交付を受け、
県下各地を視察に走り巡り、民家を
事務所として出発した。小学校での
盆踊りや、有岡城跡での野点など実
績が残ったことが
よかったと思う。
現在新しいセンタ
ーを構想中だが、
防災に強く環境に
やさしいセンター
であってほしい。
今後も応援してい
きたい。

【池尻】
池尻ブロック長 長澤 孝

阪神・淡路大震災の発生時に、地域
住民の「水が出ない」という声を受
けて、役員と協力して小学校から給
水タンクを運び、校区内の会長と連
携して市内企業に水を分けてもらえ
ないか協議する等、自治会主体で地
域が一丸となって助け合いました。
現在は、２０年以内
に発生が予測されて
いる南海トラフ地震
に向けて、毎年防災
訓練を行い地域で協
力しあえるような体
制づくりに励んでい
ます。

【瑞穂】
瑞穂・瑞ヶ丘自治会
会長 中島 健

インタビュー内容
①瑞穂、瑞ヶ丘自治会の活動
は楽しいですか？

②自治連６０周年にちなんで、
６０年前会長は何をしてい
ましたか？またはどんな感
じでしたか？

③今後、どんな活動、イベン
トをやってみたいですか？

①副会長はじめ役員の皆様に支えて
いただき、楽しく活動させて頂いて
います。任期満了まで精一杯つとめ
たいと思います。
②６０年前は東京の小学校の５年生
くらいで体育委員や週番委員をして
いました。週番委員は毎朝先生と校
門に立ち、登校を見守っていました。
今もクラス会が東京で年１回開かれ
ています。すごいと思います。
③夏祭りは定着してきましたが課題
はありより楽しんでもらえる様にし
ていきたいです。他は具体的にはあ
りませんが四季折々に楽しい企画を
皆様と考えていきたいと思います。

【鴻池】
鴻池小学校地区
自治協議会
会長 松山 豊

全国的な自治会の組織課題は、役員
・運営の担い手不足！高齢化！近所
付き合いの希薄化！ 自治会加入率
の低下…当地区でも同様です。当地
区では｢鴻池小地区１０年ビジョン｣
を策定し、「きずなと緑をはぐくむ
鴻池」を掲げ、地域活動を推進して
いくこととなりました。これらのあ
らゆる課題がある中、役員の皆様の
積極的な活動と地域の皆様方の関心
の深さが大切です。
今後ともご協力を！どうぞよろしく
お願いいたします。

【有岡】
アリオいたみ自治会会長 細見 賢治



【笹原】
コミュニティ笹原協議会

幼・小・中・地域とのコラボ・笹原フェスティ
バル。コミュニティ笹原協議会の地域ビジョン
「地域の活性化と交流」により幅広い世代にお
いて「人と人とのつながりを育む」ことを目指
した活動として、幼児から地域の方まで多くの
参加を得て実施。笹原中学校生徒会が中心とな
り、計画から当日の運営までを行う「笹原フェ
スティバル」として定着している。

【稲野】
稲野小学校地区自治協議会

夏祭りは猛暑などの自然との闘いで
すが、時に自然は素敵なプレゼント
をしてくれることがあります。平成
２４年の「納涼ふれあい夏祭り」で
は、写真のような大きな虹を地域の
皆さまと一緒に見ることができまし
た。その後、夏祭りに虹が登場する
ことはありませんが、一緒に喜びや
感動を共有できる自治組織を目指し
て創意工夫を重ねています。

【鈴原】
鈴原小学校地区自治協議会

毎朝、登校時の見守りを行なってい
る「おっは曜隊」。顔は知ってても
名前は知らない。そんな多くの子ど
も達と朝の挨拶を交わし、元気をも
らって１日が始まります。
卒業式が終わったある朝、１人の男
の子が小さなプレゼントを持ってメ
ンバー一人一人に声をかけてくれま
した。「６年間ありがとうございま
した」おっは曜隊員全員大感激！

【緑丘】
緑丘小学校地区自治協議会

ＯＴＯＮ－Ａ会
約７年前、「みどりオトナ会」と
いうＰＴＡの父親会ができた。登
録者は約３０名。イベント開催時
に５～１０名が参加して、支援側
に回る。参加する父親の楽しみは、
懇親会。各々の仕事業界や家庭な
どの話をしながら酒を呑み、次の
イベントの構想を練る。当地区の
昭和生まれの親父達は、自治会が
隆盛を誇った昭和の運営方法で躍
動している。

【桜台】
桜台地区コミュニティ協議会

子ども達に良い思い出作りを、住
んで良かった桜台を目指し、事業
を展開しています。コロナ禍の中
では、活動も制限されましたが、
今年から収穫祭に始まり、花火大
会、リバーサイドフェスタ、桜台
フェスティバル、もちつき大会
等々、みんなで協力して地域を盛
り上げていきます。

【おめでとう自治連60周年】
主なできごと

〈自治会連合会〉

●昭和38（1963）年4月1日
伊丹市福祉連合会結成

●昭和41年 伊丹市自治会連合会に
名称変更

●平成 3年 自治会長交流グラウンド
ゴルフ大会スタート

●平成 5年 自治連30周年式典

●平成 8年 自治連だより第1号発刊

●平成16年 自治連40周年式典
（伊丹総おどり「ワッショ
イいたみ」の初披露）

●平成26年 自治連50周年式典

●令和 4年 自治連ホームページ開設

●令和5（2023）年4月1日
自治連60周年

●令和 6年 自治連60周年式典

〈伊丹市他〉

●昭和47年 伊丹市役所千僧に
新築移転

●平成 7年 阪神淡路大震災

●平成23年 東日本大震災

●令和 2年 伊丹市政施行80周年

●令和 4年 伊丹市役所新庁舎
オープン

〈伊丹市担当課の変遷〉

●平成元年 ふるさと課

●平成 2年 CI推進担当

●平成 5年 コミュニティ推進担当

●平成14年 コミュニティ推進課

●平成15年 市民まちづくり課

●平成18年 まちづくり課

●平成23年 まちづくり推進課



【鈴原】 鈴原小学校地区自治協議会

新交流センター開設と
地域ビジョン策定

新交流センター外観

ｽﾛｰｶﾞﾝとｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞ

新しい庁舎５階の会場での開催となりました。
全ての報告・議案が可決承認され、続いて退任
役員、退任自治会長のみなさまへ感謝状と記念
品の贈呈が行われ、和やかな雰囲気の中で終了
しました。

「自治会活動に即役立つ！」と好評の新任自治会
長向けの研修会を今年度も開催いたしました。
「大変勉強になった」「新しい気づきがあった」
との声が寄せられました。

定期総会
令和５年５月２６日（金）
伊丹市役所 ７３名

新任自治会長研修会
令和５年５月１７日（水）
伊丹市役所 ２６名（会場２５ オンライン１）

自治会長交流
グラウンドゴルフ大会
令和５年６月１７日（土）
伊丹小学校校庭 ２３名

２０２２年度は当会にとって多忙な年になりました。従来の
活動に加え、ゆうかり、さつき、南菱の３つの共同利用施設
を統合して、新しいセンターを建設・運営する「新交流セン
タープロジェクト」と、コロナ禍の影響で延期になっていた
「地域ビジョン策定プロジェクト」という２つの事業を並行
して走らせることになったためです。新交流センターの開設
は、１４回に及ぶ会議と、引っ越し作業を経て、２０２３年
７月１日に、「すずはら地区交流センター」として元すずは
ら幼稚園の跡地にオープンしました。

地域ビジョンは
①アンケート実施（6～7月）
②アンケート報告・意見交換会（9/25）
③まち歩き（10/9）
④まち歩き報告・意見交換会（11/20）
⑤意見交換会（2/12）
と５段階を経て、健康、環境、防犯などの
各分野で活動目標と具体策をまとめました。
スローガンは「誰もが笑顔で暮らすまち」、

キャッチフレーズは「 てきなまちに っ

とすみたい なのさくまち ブリィタウ

ン」です。

このビジョンを実現するために、新セン
ターを活用し、時代に即した地域活動を展
開していきたいと思います。
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新交流センター内部


